
令和６年１月１日以降適用

令和8年度

工事番号　(建道0034)

令和8年9月

大仙市　建設部　道路河川課

維工交-第3号　中野・桑台線路面修繕工事

特　記　仕　様　書及び
現場説明書（条件明示）



第1編　共通編
　第１章　総則

1 共通仕様書の適用

2 余裕期間制度の適用　

3 技術者の専任

4

項　　目（節） 条件 内　　　容

ある
通常の契
約工事

・現場施工着手日が次項「現場施工着手日の指定」にて指定のない場合は、契約締結後、
　現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が
　開始されるまでの間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を
　要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督職員と
　打合わせにおいて定める。
・工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）、事務
　手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の
　工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、完成検査確認通知書の
　日付けとする。

　
ある

余裕期間
設定工事

　本工事の実施にあたっては、以下の仕様書に基づき実施しなければならない

・秋田県土木工事共通仕様書（令和７年１０月１日以降適用）

特　記　仕　様　書

● ない ・余裕期間制度の適用無し

現場施工着手日の指定 ● ない ・現場施工着手日の指定無し

ある

発注者指
定方式

　

ある

任意着手
方式

ない
通常の契
約工事

　

　
ない

余裕期間
設定工事

●

ある



5 電子納品の登録

6 工事施工調整会議
（三者協議）

7 施工調査の対象工事

8 施工手段等の指定
（契約指定事項）

9 検査・品質管理関係

(1)中間検査の対象工事

(2)段階確認
　(追加がある場合）

・

細別

(3)重点監督対象工事 ● ない

ない

● ない

　 ある

● ない

●

　

※電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等の運
用

ある

・成果品登録なし(発注者に「成果品」及び「電子媒体1部」を納品する)

・指定事項なし

● ない

ある

● ない

　

・対象なし

・対象なし

● ある
土木工事共通仕様書　第3編　土木工事共通編3-1-1-4の段階確認に指定された工種に、次
の工種を追加するものとする。

種別 確認時期 確認項目

ある

舗装工
路面切
削工

切削完了時 幅員、基準高

ある

・中間検査なし

　 ある

　 ない

・対象なし。ただし、低入札価格調査制度の調査対象となった場合は重点監督対象工事とする。

　



(4)規格値
 （新たに定める場合）

(5)施工管理

　【道路・河川等】

(6)施工管理

　【橋梁等】

(7)品質証明（社内検査）
 　制度対象工事
　※予定価格２億円以上

(8)非破壊試験等による
　 コンクリートの品質管理

10 ＩＣＴ活用モデル工事の対象

対象外

　

ない ・対象なし

ある
(強度)

　

●

●

● ない ・対象なし

ある
(配筋・
かぶり)

● ない ・対象なし

　 ある

　 ある

●

　

● ない ・座標による管理は任意とする。または、設計上の座標がない。

　 ある

ある

ない ・新たな定めなし（土木工事共通仕様書施工管理基準による）

・本工事は、ＩＣＴ活用モデル工事の対象外とする。

　（座標値による出来形管理)

　(座標値による出来形管理)

　
発注者
指定型

　
受注者
希望型



11

12

13

14

15

16

17

・本工事は、大仙市週休２日制工事（完全週休２日（土日））である。
・受注者は、完全週休２日（土日）及び月単位の週休２日の取組について、工事着手前に発注
者と協議すること。
・実施にあたっては、「大仙市週休２日制工事実施要綱」及び「大仙市週休２日制工事に関す
る運用」に基づいて実施するものとする。

情報共有システム（ＡＳＰ）
の利用

対象外

　
完全週休2
日交代制

　 対象外

発注者
指定型

　
受注者
希望型

週休２日制工事の対象

・

その他特記事項
（法定外の労災保険の付保）

その他特記事項
（工事完成図書の提出）

・工事完成図書は全て監督員の完了確認を受け、訂正等ある場合は書類を修正してから契約工期内に提出
　しなければならない。

● ない

ない

・本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。
・受注者は契約書第５５条第２項に基づき、その保険証券等の写しを発注者に提出すること。

　 ある

本工事は、簡易型ＩＣＴ活用モデル工事の対象外とする。
●

　

その他特記事項
（１日未満で完了する作業の
積算の適用）

・「1日未満積算基準」の適用については、土木工事共通仕様書第1編共通編第1章総則第1節59によるもの
　とする。
・1日未満で完了する作業の判定に使用する作業量は、1箇所当りの作業量とする。

・対象なし

●
完全週休2
日(土日)

・本工事は、遠隔臨場の適用工事ではない。ただし、受注者が遠隔臨場の適用を希望する場合
は、発注者と協議の上、発注者が認めた場合に適用することができる。
・遠隔臨場の実施については、「建設現場等の遠隔臨場に関する試行要領」に基づいて実施す
るものとする。

遠隔臨場の実施

簡易型ＩＣＴ活用モデル工事
の対象

　

●

ある



18

19 その他特記事項 
（建設工事下請負の適正化）

その他特記事項
（完成届について）

・完成写真を添付して提出すること。写真は起点・終点側から撮影し工事施工箇所全体が分かるように
　撮影すること。また、「建設業退職金共済証紙貼付実績書」を作成し、添付して提出すること。

・建設工事に係る下請負にあたっては、大仙市の「建設工事下請負の適正化に関する要綱（平成28年
　4月1日施行）及び「下請負に関する運用ガイドライン（平成28年4月1日施行）」を遵守すること。
　特に「要点検工事」に該当する場合は、事前協議が必要となるので十分留意すること。

・下請負の事前協議及び下請負届は速やかに提出し、下請負工期開始直前の提出にならないこと。



　第２章　材料

1 工事材料の品質証明指定

2 再生資材の使用

3 購入土の品質

4 建設発生土の有効利用

5 ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの使用

6 重要なｺﾝｸﾘｰﾄ構造物品質管理

項　　目（節） 条件 内　　　容

● ない ・使用なし

　 ある

● ない ・他工事から搬入なし

　 ある

● ない ・使用なし

　 ある

・該当なし

・指定材料なし

　 ある

● ない

● ない ・品質指定なし（各工種の施工に適合するもの）

　 ある

　※ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物特記仕様書
　　　(H23.4.1)

　 ある

● ない



7 ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品の指定材料

8 瀝青材料の使用

・
摘要

9 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の使用
（溶融ｽﾗｸﾞ入り）

10

11

12

13

14

● ない ・指定なし

車道舗装工(表層) 車道・路肩

材料名 規格 工種
①本工事に使用する瀝青材料は次表のとおりとする。

　 ある

ある

● ない ・使用なし(使用を妨げるものではない)

　 ない

● ある

ｱｽﾌｧﾙﾄ 再生②密粒度As（13）

その他特記事項

その他特記事項

県産材（間伐材）を利用し
た工事名標示板

● ない ・使用なし(使用を妨げるものではない)

　 ある

その他特記事項

　 ある

溶融ｽﾗｸﾞ入りﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
製品または、ﾌﾗｲｱｯｼｭ入りﾌﾟ
ﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品の使用

● ない ・使用なし(使用を妨げるものではない)

　



第１編　共通編
　第１章　総則

1

2

第２編　現場説明事項
　第1章　条件明示

1 工程関係

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

関連工事による施工時期
の調整

● ない ・調整なし

　 ある

項　　目（節） 内　　　容

積算基準 （１）参考図書

（２）積算基準等
　工事費の積算は、以下の積算基準に基づき実施しています。

・土木工事標準積算基準書〔共通編〕(令和７年１０月以降適用)秋田県建設部
・土木工事標準積算基準書〔道路編〕(令和７年１０月以降適用)秋田県建設部
・土木工事標準積算基準書〔参考資料〕(令和７年１０月以降適用)秋田県建設部

現場説明書（条件明示）

　工事の実施にあたっては、秋田県土木工事共通仕様書、同施工管理基準・品質管理基準及びその他指定された図書を参
考とし、かつ以下の事項について施工条件とします。なお、明示されない施工条件、明示事項が不明確な施工条件につい
ても、契約事項の関連する条項に基づき、受発注者間において協議できるものとします。

  設計図書の外に提示する「参考図書」については、入札参加者の迅速な見積りに対しての資料として提示
するもので、請負契約上拘束するものではないので留意して下さい。

施工調査

工期設定

施工時期、時間及び 施工
方法の制限 ● ない ・制限なし

　 ある

不稼働日数 （工期102日－準備及び後片付け期間50日）×（13.8/30）　＝　24日

準備期間 30日

後片付け期間 20日

　本工事は下記のとおり工期を設定しています。

※不稼働日数については、「秋田県土木共通仕様書1-1-1-30■不稼働日数」参照

● ない
・対象なし。
　ただし、契約後に対象となった場合、受注者は調査に協力すること。

　 ある

※工期には、全土曜日、日曜日及び祝日等（夏季、年末年始の休暇を含む）の休日数と降雨等
による作業不能日数を合計して、不稼働日数を見込んでいます。

関係機関、自治体等との協
議

● ない ・協議なし

　 ある

関係機関、自治体等との協
議結果による条件

● ない ・条件なし

　 ある



2 用地関係

(1)

(2) 官有地(民有地)の使用

3 公害関係

(1) 公害防止のための制限
（低騒音型建設機械等）

(2)

(3) 第三者に及ぼした損害
【共通事項】 1)

2)

3)

4)

4 安全対策関係

(1) 交通安全に関する事項
【交通誘導警備員の計上】

・

※()は交代要員で内数
交通誘導警備員(B) 2 (0)

本工事における工事期間中の交通管理として計上する交通誘導警備員は、下記によるもの
とします。なお、現地の状況、関係機関等との協議により変更が必要な場合は別途協議し
ます。

名称 計上人数

受注者は第三者に及ぼした損害に係る処理にあたっては、発注者と協議を行うとともに公正かつ迅速な
処理に努めなければならない。

工事の施工に伴い、周辺地盤等に変状をきたす恐れがある場合は、建築基礎等の定点観測を行うものと
し、その内容については発注者と協議するものとする。

　 ない

● ある

工事用地等の制限
● ない ・制限なし

　 ある

● ない ・使用なし

　 ある

● ない ・制限なし

　 ある

事業損失防止に係る調査 ● ない ・事前・事後調査なし

　 ある

受注者は工事を施工するにあたり、第三者に及ぼす損害を可能な限り防止するため、最善の努力を払い
適切な処置を講じなければならない。

受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことにより生じた工事損害補償については、受注者が負担す
る。（契約事項第28条）



(2)

(3) 発破作業に関する事項

5 工事用道路関係

(1)

(2)

6 仮設備関係

(1) ・指定なし（任意仮設）

(2)

7 工事支障物件関係

(1) 占用支障物件の有無

(2) 占用物件との重複施工

● ない ・占用支障物件なし

● ない ・対象なし

　 ある

　 ある

　 ある

● ない

土砂崩落、落石等の防護
に関する事項

● ない ・対象なし

　 ある

一般道路の搬入路指定及び
制限

● ない ・指定なし

　 ある

仮設道路の設置 ● ない ・設置なし

仮設備の指定

仮設備の引渡・引継 ● ない ・引継・引渡なし

● ない

　 ある

　 ある

　 ある

・重複施工なし



8 特定建設資材の分別解体等・再資源化等

(1) 建設ﾘｻｲｸﾙ法の対象工事

　【対象工事】
次の①かつ②に該当する工事 ・

①仮設 仮設工事
□有 ■無

②土工 土工事
□有 ■無

③基礎 基礎工事
□有 ■無

■有 □無

□有 ■無
⑥その他
（　　） □有 ■無

※1　作業内容は、工事としての有無を記入する。
※2 分別解体等の方法には、積算上計上している方法を記入する。(流木・伐採木も含む)

※3 「分別解体等の方法」の欄については、該当がない場合は記載の必要はない。　

③受入時間

④その他

(2) 建設副産物の排出

9 薬液注入関係

(1) 薬液注入の施工

10 その他

(1) 工事現場発生品の処理
　（工事現場再利用品）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②再資源化等をする施設の名称及び所在地
　下記は、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではありません。

特定建設資材
廃棄物の種類

施設の名称 所　在　地 運搬距離

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻（切削材） ㈱企業さきがけ
仙北郡美郷町金沢東

根字西の沢11
25.4km

・現場外搬出なし

・施工なし

・発生品又は再利用品なし

　□手作業・機械作業

　□手作業・機械作業
　本体構造の工事 　□手作業

①特定建設資材を
　 使用・搬出する工事

 ※排出量がｾﾞﾛでも使用量が
　  ある場合は対象

 ※特定建設資材
　・ｺﾝｸﾘｰﾄ
  ・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ版など
　・木材
  ・ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

②請負額が500万円以上(税込
み)の工事

　 ない

（特定建設資材以外又は
請負額500万円未満の工事）

　 ある

ある

● ない

　 ある

● ある

● ない

本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、工事発注後に明らか
になった事情で、予定した条件により難い場合は、別途協議します。

①分別解体等の方法
　条件明示した以下の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としません。

工
程
毎
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工程 作業内容 分別解体等の方法
（解体工事のみ）

　□手作業

④本体構
造

　その他の工事 　□手作業

⑤本体付
属品

　■手作業・機械作業
　本体付属品の工事

● ない

　□手作業
　□手作業・機械作業

　□手作業・機械作業
　□手作業
　□手作業・機械作業
　□手作業



(2)その他条件
　(快適トイレ導入対象工事)

(3) その他条件
(週休２日制工事)

(4) その他条件

・
・

・

・

・

・

11 諸経費関係（積算上の条件明示）

(1) 施工地域区分 ・

(2) 施工時期補正
　　・積雪寒冷地区分

・ 本工事における現場管理費の寒冷地区分、冬期日数は次のとおりです。
　
　積雪寒冷地区分：４級地（補正係数　1.20）
　工期日数102日間　冬期日数83日間

六価クロム溶出試験は自社試験可能機関で実施すること。

本設計では、ｾﾒﾝﾄ使用量805kg/100m2、乳剤使用量1,594L/100m2で算出していますが、
実際の使用量については、既設路盤材の試料採取を行い、配合設計で得られた使用量
で施工すること。なお、配合設計について当初設計から変更が生じた場合は、監督員
と協議を行うこと。

本工事の舗装工については、冬期間における降雪及び気温低下による影響を考慮した
上で、適正な品質を確保できる時期までに施工を完了するものとする。
なお、天候その他やむを得ない事情により施工が困難となった場合は、監督職員と協
議するものとする。

対象外

ない

● ある

●
完全週休2
日(土日)

その他の条件は次のとおりです。
・本工事は、週休２日を推進するため、完全週休２日（土日）を実施する工事であり、完全
週休２日（土日）の現場閉所を行う前提として補正を行っています。
　なお、補正係数については「大仙市週休２日制工事に関する運用」によるものとします。
・工期内において、完全週休２日（土日）が未達成の場合は、現場閉所の達成状況に応じて
精算変更時に上記の補正を見直します。月単位の週休２日が未達成の場合は補正を行いませ
ん。

　
完全週休2
日交替制

　

● ある

　 ない

本工事における共通仮設費及び現場管理費の地域補正については、施工地域区分を「一般
交通影響あり(2)-1」として積算しています。

　

ある
(当初計

上)
　

● ない

地域住民等に対し、工事内容を周知するとともに、工事中・工事後のトラブルが無い
ように留意して下さい。各作業時には、周辺家屋及び通過交通への影響を最小限にと
どめるよう十分に配慮し施工して下さい。

路面切削機の運搬距離については大仙市～現場まで（15.4km）として積算をしており
ます。

その他の条件は次のとおりです。

・対象外


